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身創造を絶する、孫過庭世界への大きな展開となった。書譜の書法が、近代の書 どの様な影響を与えたのか。大変興味深い分野である。これからの時代、 「何をどう学ぶか」が重要であり、正しい書の追及を、筆意研究を通じ内外に発信していきた 。要 　約
（本文の内容を要約した文章）
　本論文は、孫過庭書譜、唐時代・垂拱三年（六八七） 、四〇歳時頃に書かれた「孫過庭書譜」の筆意研究論文である。研
究会や講習会などで行ってきた文字比較実践臨書研究を踏まえての筆意考証である。 「孫過庭書譜」 呼吸や運 のリズムを科学していく。第一章では、 「孫過庭書譜」を一字一字調査検証し各文字の力のバランスを中心に検証する。一字一字の調査は、私自身創造を絶する、孫過庭書譜世界への大きな展開となった。平面上 動きだけ は形にならない（臨 になら
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　書は、二王を学び臨模にすぐれ草書を得意とした。　書譜以外その他、草書千字文 餘清斎帖） 、景福殿賦（故宮博物院蔵真跡本・墨妙軒帖他 、北山移文・臨晋帖（壮陶閣帖） 、




白眉と称されている。全文三六九行で三七二七字ある。巻の前後には「政和」 ・ 「宣和」 ・ 「双龍」の印が確認できるが、これは徽宗の鑑蔵印であ 「書譜」は、王羲之の十七帖と共に草書の双璧となされる古典である。孫過庭は王羲之の書法を継承し、更にその書法を発展させた。いまもなお「書譜」が重要とされるのは、王法の忠実な継承作であるとともに、書論としての内容の見識の高さにある。その内容は、王羲之をはじめとす 書人の比較、過去の書論の批判、書の本質、書の表現方法など多岐にわたるが、 て書家としての経験からの論である。最後に 体得したことを秘すること しない。 」と記し論を終えている。巻末に、 今、撰して六篇とし、分かちて両巻 なす。 」とあ が、巻頭に「書譜巻上」とあって「巻下」という標題がないため、この他 巻下があった かどうか学者の間に論議をよんでい 。
　以下、歴代の著録で、書譜撰述形体を示す主要なものを列記する。






⑥、啓功氏等も不全本説を主張している。⑦、朱建新氏は 文章の内容から六篇両巻に分け、巻末結語や、 「垂拱三年写記」の書き加え等から、 「撰為六篇、文成両





















































る。この帖全体を通してゆっくりとながめてみると、頑張りすぎずに楽に書き流してゆく調子が多いことが確認できる。書者孫過庭自身の、 「書論」 （書の本質を論ずること）でもあって、その文章の内容の方に孫の意をもって書かれたように考える。書譜本紙は、一枚二六×四三センチメートル前後の用紙（硬質・軟質二種類）を合計二三枚継いだ全長九〇〇センチメートル余りの巻子本である。改写が行われたにしろ、本文総文字数三七一一文字 長文 書き通す は、一文字一文字を書として表現してゆくという気持ちは、さほどなかったと考え 。草書に限らず正しい書は全て、書き出しから終わりまで一つの調子が流れている。それは、筆の紙にかかる力である か運ぶスピードで るとか、その他、さまざまな条件の総合されたも であると考える。孫過庭書譜の一文字一文字の表情を検証し いく 少しスピードをつけ 運筆 ないと出来てこないことが多いようだ 緩急のある運びやリズムこそが、 豊かで様々な結体を生み出してくる。運びのリズム よって、結体は多様に変化してくると考える。















































出した力を利用して運んでいっている。第二画目は 横へ強くパッと筆を開き節点 強く当たり折り返してきている。そのまま大きく節筆を交え 回転し、最終画も と強く筆を開き節筆の後、力が抜けている。
第八文字目「四」の文字をみる。単純な文字であるが構成がおもしろい。第一画目、パッと一気に筆を開き掬いあげ、大
きく空けて第二画目に入っていっている。第二 目の曲線は、二か所で が確認で るが、起筆から強く打ち込みパッと筆を開いて運んでいる。第三・四画目もそれぞれズバッと呼吸短 いているが、 「四」字の中の空間にも非常に気の利いた点の打ち方をしている。左 中・右と の空間に変化がみ れるこ も結果論か。放射状に拡がった結体にも呼応している。
第九文字目「合」の文字をみる。第二文字目でも「合」字は出てきたが、それよりもより強 調子で運んで る。気合十
分乗ってきている。激し リズム 運んでいる。
第一〇文字目「也」の文字をみる。同じく 三 也 更に大きなそ て強いリズムで運んで
いる。最終画は軽く抜







「三」 、孫過庭書譜の数文字の章法　二文字・三文字等、数文字についての章法（それぞれの文字同士がお互いに生き、理にかなったおさまり方）を検証する。書は、私たちの気持ちの動きを如実に伝えるも なの 、ど 文字も全て頑張りすぎる必要はないと考える。メインとなるところで 十分に高揚すれば良いものと考える。孫過庭書譜から、学ぶところは大きい。︱様々な受け応え︱
図・１、本文第七行目を検証する。本文第六行目で最初から第九文字目まで、みせけちを付け行末三文字を書いてから気持改めての七行目である。第一文字









第一〇文字目「之」の をみる。第三文字目で出てきた「之」字と異なり、表情を変えている。第一一文字目「鐘」の文字をみる。旁の 一画目、偏最終画の下部 吊り上げる力を強く受け 、弾き出している。そ
れを受けその後最終画まで、各点画が力を引っ張 合いながら運んでいる。
続き、図・１、本文第八行目を検証する。第一文字目「張」の をみる。第一画目の縦画途中で 呼吸揺するような動きがある。偏と旁との間を大きく空け 、
旁の第一画目の斜画、大きな運びである。
第二文字目「鐘」の文字をみる。 「鐘」字は、前行末でも出てきたが、二文字前ということもあるのか 金偏 随分と変
化させている。前字「張」字で、偏と旁との間を大きく空けたこと 受け、 「鐘」字は偏に旁をくい込ませる程くっ付けている。













第七・八文字目の「逸少」Ａをみる。 「逸」 の第一画 から筆を深く紙にかけ、歯切れよい上下の動きによって運んで
いる。 「少」字、同じく歯切れの良いテンポで、深く運んでいる。


















③、一九五七年 　西川寧氏 　「からけい談義」 （ｍｕｓｅｕｍ七六号）
　　空罫説を提唱。巻き折りと同時に、裏から箆で空罫押していった可能性を示唆し、同じ白界の間隔が連続することから、
双方いずれとも決め難いとする。




⑥、一九九六年 　富田淳氏 　「書譜・撰述の形体につい 」 （ｍｕｓｅｕｍ五四二号）
　　白界は、単なる折り罫でなく、あらかじめ巻き折りによって折り罫をつけた大きめの紙を下敷きとし、その上に紙の書
写面を下に置き、裏側から定規と箆のような道具によって罫を施したとする説。以上、 「孫過庭書譜の節筆」の考証に関する主要な研究を六件列記した。また、 「節筆」に関する名称も一通りではないこ
とが確認できる。今回は、孫過庭書譜における節筆を生かした臨書を考えることを 的としている で、主要研究の紹介までに どめる。
節筆は、孫過庭書譜中に確認で るもので、紙を八分（約二、 五センチメートル）幅に折って、その間に文字を書いてい






目に当たってリズムが変化していることが確認できる。上部 箇所では、開い た筆が紙 折れ に当たって閉じ、節筆もあって十分に外に張る力も働い おり、下部では張ると同時に開いてきた筆 節筆によって閉じ ことが確認できる。旁第二画目の回転収筆部分も節筆 開 当たった筆が閉じ跳ねだしていっ いることが確認できる。
みせけちによる「絢」字、右上の「徇」 については、節筆箇所でない為、省略する。第三文字目「知」の文字をみる。第一画目の横画は、大きく仰ぐように筆の鋒をパッと開き、線の中心あたりで節筆 な
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